
 

 

令
和
二
年
四
月
十
四
日
受
領 

答
弁
第
一
五
七
号 

   
 

内
閣
衆
質
二
〇
一
第
一
五
七
号 

 
 
 
 

令
和
二
年
四
月
十
四
日 

内
閣
総
理
大
臣 

安

倍

晋

三 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

衆

議

院

議

長 
大

島

理

森 

殿 

  

衆
議
院
議
員
中
谷
一
馬
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
イ
ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
の
現
状
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
中
谷
一
馬
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
イ
ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
の
現
状
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書 

一
、
二
及
び
五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
イ
ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
」
及
び
「
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
臆
測
」
が
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
中
心
に
広
が
っ
た
」
理
由
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。 

 
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
正
確
な
情
報
の
提
供
が
重
要
と
考
え
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す
る
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

基
本
的
対
処
方
針
」
（
令
和
二
年
三
月
二
十
八
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
、
令
和
二
年
四
月
十
一
日

変
更
。
以
下
「
基
本
的
対
処
方
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
政
府
は
、
以
下
の
よ
う
な
、
国
民
に
対
す
る
正
確
で
分
か

り
や
す
く
、
か
つ
状
況
の
変
化
に
即
応
し
た
情
報
提
供
や
呼
び
か
け
を
行
い
、
行
動
変
容
に
資
す
る
啓
発
を
進
め
る
と
と
も

に
、
冷
静
な
対
応
を
お
願
い
す
る
。
」
、
「
広
報
担
当
官
を
中
心
に
、
官
邸
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
厚
生
労
働
省
等
の
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関
係
省
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、
か
つ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
等
の
媒
体
も
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
迅
速
か
つ
積
極
的
に
国
民
等
へ
の
情
報
発
信
を

行
う
。
」
等
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
適
切
に
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
検
査
の
拡
充
」
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
対
処
方
針
に
お
い
て
、
「
厚
生
労
働
省
は
、
感
染
が
急
速
に
拡
大
す

る
中
で
、
必
要
な
検
査
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
衛
生
研
究
所
や
民
間
の
検
査
機
関
等
の
関
係
機
関
に
お
け
る
検
査
体
制
の
一

層
の
強
化
を
図
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
検
査
体
制
の
強
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
お

尋
ね
の
「
結
果
の
公
表
」
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
」
が
実
施
さ
れ
た
人
数
及
び
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
」
の
結
果
、

陽
性
が
確
認
さ
れ
た
者
の
人
数
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
症
状
の
軽
重
に
応
じ
た
医
療
体
制
の
構
築
」
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
対
処
方
針
に
お
い
て
、
「
患
者
が
増
加

し
重
症
者
等
に
対
す
る
入
院
医
療
の
提
供
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
す
る
都
道
府
県
で
は
、
厚
生
労
働
省
に

相
談
の
上
、
重
症
者
等
に
対
す
る
医
療
提
供
に
重
点
を
移
す
観
点
か
ら
、
入
院
治
療
が
必
要
な
い
軽
症
者
等
は
自
宅
療
養
と

し
、
電
話
等
情
報
通
信
機
器
を
用
い
て
遠
隔
で
健
康
状
態
を
把
握
し
て
い
く
と
と
も
に
、
医
師
が
必
要
と
し
た
場
合
に
は
電
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話
等
情
報
通
信
機
器
を
用
い
て
診
療
を
行
う
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
」
等
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
政
府
と

し
て
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」
（
令
和
二
年
四
月
七
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
重
症
者
へ

の
医
療
に
重
点
を
置
く
医
療
提
供
体
制
を
早
急
に
整
備
す
る
た
め
、
「
病
床
の
確
保
や
医
療
機
器
の
整
備
、
呼
吸
器
疾
患
の

専
門
医
・
看
護
師
等
の
確
保
、
ガ
ウ
ン
等
の
医
療
資
材
の
確
保
も
含
め
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
両
面
か
ら
の
抜
本
的
強
化
を
図
る
」

こ
と
と
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
正
し
い
情
報
の
発
信
」
に
つ
い
て
は
、
一
、
二
及
び
五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
適
切
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
流
通
状
況
デ
ー
タ
を
、
客
観
的
に
可
視
化
し
、
情
報
発
信
す
る
仕
組
み
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
正
確
な
情
報
の
提

供
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
日
用
品
等
の
入
手
が
困
難
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
」
を
国
民
が

抱
く
こ
と
等
が
な
い
よ
う
、
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
情
報
の
内
容
と
提
供
手
段
の
充
実
を
可

能
な
限
り
図
り
な
が
ら
、
国
民
へ
の
情
報
の
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 
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六
に
つ
い
て 

 
 

総
務
省
が
平
成
三
十
年
十
月
か
ら
令
和
二
年
二
月
ま
で
に
開
催
し
た
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
研
究
会
」

の
最
終
報
告
書
に
お
い
て
、
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
活
性
化
の
た
め
の
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
適
当
で
あ

る
。
」
、
「
偽
情
報
の
拡
散
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
利
用
者
が
情
報
を
適
切
に
読
み
取
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
等
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
た
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。 


